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新
し
く
展
示
し
ま
し
た
③

 

　

旧
八
郷
町
出
土

　
　
「
蜂は

ち

の

す

の
巣
石い

し

」

　

現
在
、
中
央
公
民
館
で
展
示
の
入

替
え
を
行
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
中
か

ら
、
今
回
は
縄
文
時
代
の
遺
物
を
紹

介
し
ま
す
。

　

残
念
な
が
ら
旧
八
郷
町
の
縄
文
時

代
の
様
子
は
、
狩
り
の
た
め
の
落
と

し
穴
な
ど
が
わ
ず
か
に
確
認
さ
れ
て

い
る
程
度
で
、
詳
し
く
は
分
か
っ
て

い
ま
せ
ん
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
旧
八
郷
町
が
所

蔵
し
て
い
た
遺
物
の
な
か
に
は
土
器

を
は
じ
め
、
豊
か
な
自
然
の
な
か
で

暮
ら
す
縄
文
人
の
姿
を
し
の
ば
せ
る

も
の
が
少
な
か
ら
ず
あ
り
ま
す
。
今

回
は
そ
の
中
の
一
つ
で
あ
る
「
蜂
の

巣
石
」
を
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。

　
「
蜂
の
巣
石
」
は
読
ん
で
字
の
如

く
、
表
面
に
小
さ
な
穴
が
た
く
さ
ん

開
い
て
い
て
、
蜂
の
巣
の
よ
う
に
見

え
る
こ
と
か
ら
こ
の
名
が
つ
き
ま
し

た
。
こ
の
遺
物
が
発
見
さ
れ
た
当
初

は
使
い
方
が
分
か
ら
ず
、
棒
で
火
を

起
こ
す
と
き
に
台
に
す
る
石
と
も
い

わ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
今
日
で
は
こ
の
穴
に
ド

ン
グ
リ
な
ど
の

木
の
実
を
入
れ

て
、
殻
を
割
る

た
め
の
道
具
だ

と
考
え
ら
れ
て

い
ま
す
。
こ
の

蜂
の
巣
石
の
裏

を
見
る
と
、
少
し
窪
ん
で
い
て
、
そ

の
部
分
が
ツ
ル
ツ
ル
し
て
い
ま
す
。

表
面
で
ド
ン
グ
リ
の
殻
を
割
っ
た
あ

と
に
、
裏
面
で
そ
れ
ら
を
す
り
潰
し

た
の
で
し
ょ
う
。
あ
る
程
度
の
粉
に

な
っ
た
ド
ン
グ
リ
を
団
子
の
よ
う
に

丸
め
て
焼
く
と
ち
ょ
っ
と
し
た
ク
ッ

キ
ー
の
よ
う
に
な
り
ま
す
。
あ
ま
り

お
い
し
く
は
あ
り
ま
せ
ん
が
…
…
。

　

縄
文
時
代
と
い
う
と
イ
ノ
シ
シ
や

ウ
サ
ギ
な
ど
の
動
物
を
狩
っ
て
主
食

と
し
て
い
た
よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
が
あ

り
ま
す
が
、
実
際
は
秋
に
な
れ
ば
確

実
に
採
集
で
き
る
ク
ル
ミ
や
ド
ン
グ

リ
な
ど
の
木
の
実
で
必
要
な
カ
ロ
リ

ー
を
満
た
し
て
い
た
の
で
す
ね
。

　

こ
の
他
に
は
実
際
に
ド
ン
グ
リ
を

割
る
の
に
使
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い

る
「
叩た
た

き
石
」
も
展
示
し
て
い
ま
す
。

▲延暦十五年二月二とかかれています

ま
ち
か
ど
情
報
セ
ン
タ
ー
ニ
ュ
ー
ス

石
岡
市
国
府
三
丁
目
１-

16　

☎
２
７
・
５
１
７
１

開
館
時
間
：
午
前
10
時
～
午
後
８
時　

休
館
日
：
木
曜
日

☆
10
月
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
…
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す

◆
親
子
で
楽
し
む
＂ 

お
は
な
し
な
あ
に 

＂

　

絵
本
の
読
み
き
か
せ
と
ハ
ン
カ
チ
遊
び

　
　
　
　
（
大
判
ハ
ン
カ
チ
を
持
参
く
だ
さ
い
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

11
日
（
土
）
午
後
２
時
～

◆
折
り
紙
教
室　
　

25
日
（
土
）
午
後
１
時
30
分
～

◆
育
児
サ
ー
ク
ル（
わ
ん
に
ゃ
ん
キ
ッ
ズ
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

毎
週
火
曜  

午
前
10
時
30
分
～

◆
心
と
体
の
健
康
相
談
・
お
し
ゃ
べ
り
交
流
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

毎
週
水
曜  

午
前
10
時
～

◆
日
本
語
教
室　

 

毎
週
金
曜  

午
前
10
時
〜

◆
ち
り
め
ん
小
物
つ
く
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　

４
日
・
18
日
（
土
）
午
前
11
時
～

駐
車
場
は
、
ま
ち
か
ど
情
報

セ
ン
タ
ー
駐
車
場
（
向
か
い

側
）・
市
営
駐
車
場
を
利
用

く
だ
さ
い
。

日
時　

10
月
12
日
（
日
）　

午
後
２
時
～

会
場　

常
陸
國
總
社
宮 

神
楽
殿

　
　
　
　
　
（
総
社
二
丁
目
８
番
１
号
）

出
演　

新
治
雅
楽
会　

宝
生
流
の
皆
さ
ん

總
社
の
調
べ

　

恒
例
に
な
っ
た
演
奏
会

で
す
。
秋
の
訪
れ
た
總
社

の
杜
で
、
し
ば
し
雅
な
時

間
を
ご
堪
能
く
だ
さ
い
。

　

季
節
が
ら
上
着
な
ど
を

用
意
く
だ
さ
い
。

 

ま
ち
か
ど
音
楽
祭

ミニギャラリー
「
建
築
士
会
に
よ
る
子
供
た
ち
の
絵
画
展
」

10
月
3
日
（
金
）
～
12
日
（
日
）

　

テ
ー
マ
は
、
未
来
に
自
分
が
住
ん
で
み
た
い

ま
ち
や
家
で
す
。　

10
月
12
日
（
日
）
～
26
日
（
日
）

「
鉄
道
模
型
ジ
オ
ラ
マ
展
」

雅
楽

蜂の巣石

石
岡
の
介
護
施
設
見
学
ツ
ア
ー

　

八
郷
地
区
を
中
心
に
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
や

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
な
ど
を
見
学
し
ま
す
。

日
時　

10
月
15
日
（
水
）　

　
　
　

午
後
１
時 

集
合　

１
時
30
分 

出
発

参
加
費　

３
０
０
円
（
要
予
約
）

定
員　

35
名
（
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
）

 

ま
ち
か
ど
学
習
会

Ｎ
ゲ
ー
ジ
・
ジ
オ
ラ
マ

　
　
　
　

鉄
道
模
型
シ
ョ
ー

　

Ｊ
Ｒ
常
磐
線
は
、
今
年
で
全
通
１
０
０
周
年
を
迎
え

ま
す
。
10
月
14
日
の
「
鉄
道
の
日
」
を
記
念
し
て
の
催

し
で
す
。

 

10
月
12
日
（
日
）

☆
午
後
１
時
～
２
時

　

常
磐
線
を
走
っ
た
車
両
た
ち

☆
午
後
２
時
30
分
～
４
時
30
分

　

な
つ
か
し
の
Ｓ
Ｌ
か
ら

　
　
　
　
　

最
新
車
両
ま
で

※
今
回
は
、
一
般
の
方
の
車
両

持
ち
込
み
等
に
よ
る
運
転
は
実

施
し
ま
せ
ん
。

時
の

記
憶

広報いしおか　№７２　２０



図
書
館
つ
う
し
ん

■ 

問
い
合
わ
せ　

石
岡
市
立
中
央
図
書
館 

中
央
図
書
館
２
階

《
10
月
の
お
は
な
し
玉
手
箱
》

・
４
日
（
土
）
午
後
２
時
30
分
〜

《
10
月
の
お
は
な
し
会
》

・
18
日
（
土
）
午
後
２
時
30
分
〜

中
央
公
民
館
和
室

《
10
月
の
お
は
な
し
フ
レ
ン
ズ
》

・
11
日
（
土
）
午
後
２
時
30
分
〜

◎
対
象
は
、
幼
児
か
ら
小
学
校
中

学
年
ぐ
ら
い
ま
で
で
す
。
ま
た
、

興
味
の
あ
る
方
は
ぜ
ひ
お
出
で
く

だ
さ
い
。
い
ず
れ
も
時
間
は
約
30

分
で
す
。

３・４
10・17
23～25

◆ 

日
時　

11
月
１
日（
土
）・
２
日（
日
）

　

 

午
前
10
時
〜
午
後
５
時

（
図
書
が
無
く
な
り
次
第
終
了
）

◆ 

場
所　

中
央
図
書
館
３
階
読
書
室

◆ 

対
象
者　

石
岡
市
民
の
方

※
当
日
「
図
書
館
利
用
カ
ー
ド
」
ま

た
は
住
所
の
確
認
が
で
き
る
も
の

（
運
転
免
許
証
、
健
康
保
険
証
、
学
生

証
等
）
を
持
参
く
だ
さ
い
。

※
今
回
は
、
一
般
図
書
と
雑
誌
を
譲

り
ま
す
。

※
持
ち
帰
り
の
袋
等
は
、
各
自
お
持

ち
く
だ
さ
い
。

  11 月

【休　館　日】

 10月
６・13
14・20
27・31

　

市
内
の
小
学
１
〜
３
年
生
の
応
募

作
品
を
展
示
し
ま
す
。
読
書
感
想
画

は
、
課
題
図
書
を
読
ん
で
感
想
を
絵

で
表
現
し
た
も
の
で
す
。

　

ご
家
族
皆
さ
ん
で
、
お
出
で
く
だ

さ
い
。

◆ 

展
示
期
間
・
場
所

・
10
月
19
日
（
日
）
〜
26
日
（
日
）

　

中
央
図
書
館
３
階
読
書
室

・
11
月
１
日
（
土
）
〜
９
日
（
日
）

　

中
央
公
民
館
１
階
ロ
ビ
ー

※
10
月
20
日
、
11
月
３
・
４
日
は
休

　

館
日
で
す
。

☎
２
４
・
１
５
０
７

《
読
書
感
想
画
コ
ン
ク
ー
ル

作
品
展
》　

《
図
書
リ
サ
イ
ク
ル
フ
ェ
ア

の
開
催
》

◆ 

対
象　

　

絵
本
や
お
話
に
興
味
が
あ
り
、
講

座
終
了
後
、
図
書
館
の
読
み
聞
か
せ

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
活
動
し
て
い

た
だ
け
る
方

◆ 

講
師　

山
中
光
江
さ
ん

《
読
み
聞
か
せ
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
養
成
講
座
を
開
催
》

・
県
南
地
区
読
書
を
す
す
め
る
協
議

会
会
長
、
Ｊ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
読
書
ア
ド
バ
イ

ザ
ー

◆ 

定
員　

20
人
（
原
則
と
し
て
、

毎
回
受
講
で
き
る
方
）

◆ 
日
時
（
全
５
回
）　

11
月
26
日
（
水
）・
12
月
19
日
（
金
）・

Ｈ
21
年
１
月
14
日
（
水
）・
２
月
20

日
（
金
）・
３
月
11
日
（
水
）

・
午
後
１
時
30
分
〜
３
時

◆ 

申
込
期
間
（
休
館
日
を
除
く
）　

・
10
月
７
日
（
火
）
〜
30
日
（
木
）

（
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
）

◆ 

申
込
方
法　

中
央
図
書
館
カ
ウ

ン
タ
ー
へ
直
接
ま
た
は
電
話
で
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

　
　

〜
受
講
生
募
集
！
〜

　

中
央
図
書
館
で
所
蔵
す
る
図
書

で
、
一
定
の
期
間
を
経
過
し
た
書
籍

や
雑
誌
を
、
再
活
用
の
観
点
か
ら
市

民
の
皆
さ
ん
に
無
料
で
譲
る
「
図
書

リ
サ
イ
ク
ル
フ
ェ
ア
」
を
開
催
し
ま

す
。
多
く
の
皆
さ
ん
の
お
出
で
を
、

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

10月 18・19日　府中地区公民館まつり

・18日（土）　　作品展示
　しらかば歌謡同好会
　ストレッチ体操同好会
　文化協会大正琴
　　  〃 　民謡部
　　  〃 　音楽部

・19日（日）　　作品展示
　フラダンス同好会
　石岡・府中太極拳同好会
　フォークダンス同好会
　日本の歌講座有志
　スポーツ吹矢

※文化協会盆栽の部の展示は16日（木）～19日  
   （日）まで工作室で行います。

9:30～15:30
10:40～11:10
11:20～11:50
13:20～13:50
14:00～14:30
14:40～15:10

9:30～15:30
   10:40～11:10
11:20～11:50
13:20～13:50
14:00～14:30
14:40～15:10 ◆問い合わせ  府中地区公民館  ☎ 24-1530

◆期　日　　10月18日（土）・19日（日）
　　　　　　午前９時30分～午後３時30分
◆場　所　　府中地区公民館
◆内　容　　公民館同好友の会会員や公民館主催
　　　　　　講座受講生による作品展、実技発表
◆日　程

２１　広報いしおか　№７２



　　

　　　　　　　　　　　

　 　　　　

ハーモニーコーナー
か
が
や

き
の　
未来を拓

ひひ

く

　男
ひ
ひ
と
女 ひ
ひ

る
と
、
高
齢
者
を
除
く
ほ
と
ん
ど

の
年
代
で
女
性
の
割
合
が
高
く
な

っ
て
い
る
こ
と
を
、
皆
さ
ん
は
ご

存
知
で
し
ょ
う
か
。

　

特
に
、
30
歳
代
後
半
か
ら
40
歳

代
の
女
性
は
、
行
動
者
率
で
大
き

く
男
性
を
上
回
っ
て
い
ま
す
。

　

社
会
生
活
基
本
調
査
に
よ
る

と
、
こ
の
世
代
の
女
性
は
、
子
ど

も
を
対
象
と
し
た
活
動
や
安
全
な

生
活
の
た
め
の
活
動
へ
参
加
す
る

割
合
が
高
い
と
い
う
結
果
が
出
て

い
ま
す
。
子
育
て
や
生
活
の
安
全

へ
の
関
心
が
高
い
こ
と
が
う
か
が

え
ま
す
。
さ
ら
に
、
50
歳
代
以
上

の
年
代
で
は
、
女
性
が
高
齢
者
を

対
象
と
し
た
活
動
、
男
性
は
ま
ち

づ
く
り
の
た
め
の
活
動
に
関
心
が

高
い
よ
う
で
す
。

多
く
の
可
能
性
を
持
つ
女
性
の
活
動

　

こ
う
し
た
地
域
に
根
ざ
し
た
活

動
は
、
性
別
や
世
代
を
超
え
て
、

す
べ
て
の
人
々
が
喜
び
や
責
任
を

分
か
ち
つ
つ
、
豊
か
で
活
力
あ
る

男
女
共
同
参
画
社
会
の
形
成
に
も

つ
な
が
っ
て
い
き
ま
す
。

　

女
性
が
主
導
し
、
緩
や
か
な
つ

な
が
り
の
核
と
な
っ
て
展
開
す
る

地
域
に
根
ざ
し
た
活
動
は
、
多
く

の
可
能
性
に
満
ち
て
い
る
と
い
え

る
で
し
ょ
う
。

生
活
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

生
活
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

悪
質
商
法
に

　
　
　

気
を
つ
け
て
！

■
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー（
市
役
所
内
）

☎
２
２
・
２
９
５
０　

月
～
金
曜
日

午
前
10
時
～
正
午

午
後
１
時
～
４
時
30
分

◇
高
額
な
契
約
の
た
め
、
電
力
会
社

か
ら
情
報
を
集
め
、
複
数
の
工
務
店

か
ら
見
積
も
り
を
取
る
な
ど
し
て
、

契
約
す
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

【
催
眠
（
Ｓ
Ｆ
）
商
法
】

　

チ
ラ
シ
を
見
て
、
友
達
に
誘
わ
れ

て
空
き
店
舗
へ
行
き
、
無
料
で
商
品

を
も
ら
っ
た
。
毎
日
通
う
う
ち
に
、

身
体
に
い
い
か
ら
と
健
康
食
品
を
勧

め
ら
れ
、
契
約
し
て
し
ま
っ
た
。
効

果
も
な
い
し
、
２
年
分
の
商
品
を
抱

え
て
困
っ
て
い
る
。

◇
販
売
す
る
商
品
の
説
明
や
価
格
は

契
約
す
る
ま
で
わ
か
ら
な
い
。

◇
た
だ
で
商
品
を
も
ら
っ
て
い
る
の

で
、
断
り
に
く
い
状
況
で
契
約
さ
せ

ら
れ
て
し
ま
う
。

【
水
道
局
の
職
員
？
】

　
「
水
質
調
査
」
と
言
わ
れ
、
水
道

局
の
職
員
と
思
っ
て
家
に
あ
げ
た
。

　

貸
し
た
コ
ッ
プ
に
水
道
水
を
入

れ
、
業
者
が
持
っ
て
き
た
粉
を
入
れ

た
ら
、
ピ
ン
ク
色
に
変
わ
っ
て
『
体

に
悪
い
水
を
飲
ん
で
い
る
』
と
言
わ

れ
た
。
信
用
し
て
大
丈
夫
か
？

◇『
点
検
商
法
』
と
い
わ
れ
る
商
法

で
、
他
に
も
電
気
の
ブ
レ
ー
カ
ー
や

消
火
器
、
屋
根
、
床
下
換
気
、
シ
ロ

ア
リ
、耐
震
補
強
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

◇
点
検
は
無
料
で
も
、
必
要
の
な
い

契
約
や
高
額
な
契
約
を
さ
せ
ら
れ
て

し
ま
い
ま
す
。

【
太
陽
光
発
電
・
オ
ー
ル
電
化
な
ど
】

　

突
然
訪
問
し
て
き
た
業
者
に
、
現

在
の
電
気
代
や
ガ
ス
代
が
な
く
な

り
、
売
電
で
き
る
と
言
わ
れ
て
契
約

し
た
が
、
売
電
料
よ
り
支
払
う
電
気

代
の
方
が
高
い
。

◇
オ
ー
ル
電
化
に
し
て
、
太
陽
光
発

電
で
電
気
代
を
ま
か
な
う
た
め
に

は
、
必
要
な
発
電
量
を
調
べ
て
、
そ

れ
に
必
要
な
モ
ジ
ュ
ー
ル
を
取
り
付

け
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。

ひ
と
り
で
悩
ま
ず
、
ぜ
ひ
相
談
く
だ
さ
い
。

■
市
役
所
１
階 

相
談
室
（
毎
週
木
曜
日
）

■
八
郷
総
合
支
所
１
階 

相
談
室
（
今
月
は
10
月
28
日
（
火
））

問
い
合
わ
せ
・
相
談
予
約
先　

市
役
所 

企
画
課 

男
女
共
同
参

画
担
当　

☎
２
３
・
１
１
１
１
（
内
線
２
２
２
）

女性のための
困りごと相談

地
域
活
動
で
の

　
　
　
　

女
性
の
活
躍

地
域
の
つ
な
が
り
の
希
薄
化

　

地
域
に
お
け
る
活
動
は
、
住
民

同
士
の
つ
な
が
り
が
大
き
く
関
係

し
て
い
ま
す
。
人
口
減
少
、
少
子

高
齢
化
の
進
展
、
ラ
イ
フ
ス
タ
イ

ル
の
変
化
等
の
な
か
で
、
身
近
な

暮
ら
し
の
場
で
あ
る
地
域
は
、
急

速
に
変
わ
っ
て
き
て
お
り
、
多
く

の
人
が
、
地
域
の
つ
な
が
り
が
希

薄
化
し
て
い
る
と
感
じ
て
い
る
よ

う
で
す
。

　

こ
う
し
た
中
で
、
地
域
の
課
題

を
解
決
し
て
い
く
う
え
で
、
女
性

が
中
心
と
な
っ
て
活
躍
す
る
地
域

活
動
の
重
要
性
が
高
ま
る
と
考
え

ら
れ
て
い
ま
す
。

地
域
活
動
の
現
況

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
の
地
域
活

動
を
行
っ
て
い
る
人
の
割
合
を
み

※
契
約
に
困
っ
た
と
き
、
必
要
の
な

い
契
約
を
し
た
と
き
は
、
ぜ
ひ
相
談

く
だ
さ
い
。

ボランティア性別年代別行動者率

総務省「社会生活基本調査」（平成 18 年）より作成

平
成
20
年
度
版　

男
女
共
同
参
画
白
書
よ
り

広報いしおか　№７２　２２



     

市
民
ず
い
ひ
つ

　
　

俳

句

　
　
　
　
　
　

若　

松　

城
下　

 

稔

遠
い
雷
慈
雨
の
届
か
ぬ
畑
か
な

北
府
中　

野
村
畝
津
子

に
ん
げ
ん
は
八
方
破
れ
蝉
時
雨

大
谷
津　

海
老
澤
明
子

佛
た
ち
へ
届
け
天
へ
も
水
を
打
つ

泉　

町　

石
神　

秋
羅

何
に
も
か
も
値
上
が
る
兆
し
油
照

南　

台　

伊
藤　

光
子

老
い
て
な
お
凛
た
る
姿
夏
帽
子

大
谷
津　

大
関　

ひ
さ

日
と
月
の
菩
薩
へ
捧
ぐ
高
灯
籠

瓦　

谷　

石
田
誠
一
郎

遠
景
を
皆
う
ち
消
し
て
五
月
雨
る
る

柿　

岡　

大
塚　

博
子

あ
め
ん
ぼ
う
映
れ
る
木
々
の
上
に

乗
り

瓦　

谷　

山
崎　

景
子

ぬ
き
ん
で
て
雨
に
傾
ぎ
し
睡
蓮
花

柿　

岡　

野
村　

京
子

岩
清
水
音
奏
で
つ
つ
岩
を
這
ふ

　

夏
の
お
化
粧　

つ
け
ぼ
く
ろ

貝　

地　

前
島
く
に
子

ビ
キ
ニ
姿
の　

可
愛
い
乙
女

　

乳
房
く
す
ぐ
る　

海
の
風

国　

府　

大
西　

和
子

汗
の
夫
に　

感
謝
を
籠
め
て

　

目
か
ら
涼
呼
ぶ　

夏
料
理

杉　

並　

助
川　

浩
史

お
か
め
ひ
ょ
っ
と
こ　

素
顔
で
い
け
る

　

踊
る
夫
婦
の　

夏
祭
り

東
石
岡　

惣
野
代
英
子

村
の
か
け
橋　

逢
瀬
の
恋
路

　

仲
を
と
り
も
つ　

丸
木
橋

国　

府　

篠
原
美
千
代

粋
な
浴
衣
に　

着
が
え
た
二
人

　

心
涼
し
い　

山
の
宿

下　

林　

加
藤　

弥
生

矢
張
り
家
庭
は　

女
が
主
役

　

角
な
座
敷
も　

丸
る
く
住
む

下　

林　

額
賀　

力
江

忘
れ
ら
れ
な
い　

終
戦
勅
旨

　

老
が
戦い

く
さ争

の　

語
り
草

下　

林　

白
井
富
喜
江

い
つ
も
笑
顔
の　

看
護
師
さ
ん
に

　

取
れ
ぬ
ギ
ブ
ス
の　

車
椅
子

下　

林　

上
野　

千
代

夏
が
来
る
た
び　

心
が
痛
む

　

草
も
出
ら
れ
ぬ　

き
の
こ
雲

文
芸
い
し
お
か

り
付
く

　
　
　
　
　
　

  

国　

府　

太
田　

 

緑

今
も
な
ほ
古
り
て
も
つ
か
ふ
お
六

櫛
昔
求
め
し
木
曽
路
を
思
ふ

府　

中　

山
口
ふ
み
子

朝あ
さ
か
げ光

に
桔
梗
咲
き
い
づ
す
が
し
さ

に
昼
の
暑
さ
を
た
ま
ゆ
ら
忘
る

総　

社　

諏
訪
ハ
ツ
エ

名
簿
よ
り
逝
き
し
友
の
名
消
し
て

ゆ
く
消
え
ぬ
思
い
出
胸
に
収
め
て

南　

台　

元
木　

正
子

指
に
挟
む
柊
に
息
を
吹
き
か
け
て
無

心
に
回
す
男
の
子
ら
に
会
ふ

　
　
　
　
　
　

  

柴　

内　

羽
生　

 

俊

旅
行
に
は
行
け
ず
弱
り
て
留
守
番

を
す
る
吾
れ
に
家
族
の
や
さ
し
い

言
葉

山　

崎　

荒
井　

幸
子

今
朝
も
ま
た
庭
木
の
手
入
れ
に
い

そ
し
め
る
義
父
の
頼
も
し
卒
寿
過

ぐ
る
も

　
　
　
　
　
　

  

山　

崎　

鈴
木　

 

菫

七
つ
八
つ
花
を
楽
し
み
し
サ
ボ
テ

ン
も
夏
の
終
り
に
は
蕾
小
さ
し

月　

岡　

高
橋　

修
子

初
採
り
の
茗
荷
薬
味
に
刻
み
つ
つ

素
麺
ゆ
で
て
妹
を
待
つ

文
化
協
会
だ
よ
り

石
岡
市
囲
碁
同
好
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
野　

敏
之

　

同
好
会
は
発
足
以
来
50
余
年
、
国
府

地
区
公
民
館
和
室
で
80
名
の
会
員
が
、

土
曜
を
中
心
に
月
数
回
活
動
し
て
い

ま
す
。

　

碁
は
黒
白
の
石
を
使
う
こ
と
か
ら

「
烏う

ろ鷺
の
戦
」
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

碁
石
を
握
っ
て
、
碁
盤
に
向
か
っ
て

じ
っ
と
し
て
い
る
姿
を
見
て
、
う
っ
と

う
し
い
と
思
う
人
も
い
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。

　

し
か
し
、
碁
の
定
石
は
脳
の
活
性
化

を
促
し
、
物
忘
れ
の
予
防
に
貢
献
し
て

い
る
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
囲
碁
は
老

若
男
女
を
問
わ
ず
誰
も
が
手
軽
に
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
我
々
の
会
で
も
、

男
性
に
混
じ
っ
て
女
性
会
員
が
良
い
成

績
を
あ
げ
て
活
躍
し
て
い
ま
す
。

　

初
心
者
の
方
に
も
囲
碁
の
世
界
を
ご

案
内
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
、
活
動
を
覗

い
て
み
て
く
だ
さ
い
。
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

　
　

声

　
　
　
　
　
　
　
　
　

助
川　

浩
史

　

外
観
だ
け
で
は
人
間
の
判
断
は

難
し
い
。
ま
し
て
姿
が
見
え
な
い

　
　

 

短　
　

歌　
　

        

大
谷
津　

海
老
澤
明
子

行
く
手
よ
り
朝
蝉
の
声
と
ほ
り
き

て
木き

び

さ

げ

比
提
稲
荷
の
杜
が
近
づ
く

村　

上　

小
松　

好
子

花
が
ら
を
摘
み
終
え
ぬ
ま
ま
梅
雨

明
け
て
さ
つ
き
の
紅
色
褪
せ
て
貼

      

俚　
　

謡　
総　

社　

鈴
木　

虚
心

山
や
野
に
咲
く　

鬼
百
合
さ
え
も

電
話
の
声
だ
け
で
は
、
ど
ん
な
人

か
は
解
ら
な
い
の
は
当
然
で
あ
る
。

だ
か
ら
振
り
込
め
詐
欺
が
横
行
し

て
後
を
絶
た
な
い
の
だ
ろ
う
。
姿

の
見
え
な
い
相
手
の
口
車
に
乗
せ

ら
れ
て
大
金
を
騙だ
ま

し
取
ら
れ
た
お

年
寄
り
の
方
は
お
気
の
毒
で
あ
る
。

十
分
に
注
意
を
し
て
確
認
を
し
て

対
処
す
べ
き
で
あ
る
。

　

話
は
全
然
違
う
が
先
日
の
夕
方
、

中
年
女
性
ら
し
き
声
で
「
お
宅
に
独

身
の
人
は
い
ま
せ
ん
か
」
と
電
話

を
し
て
き
た
。
結
婚
相
談
所
ら
し

い
。
私
は
か
ら
か
い
半
分
で
「
私
は

独
り
者
で
す
」
と
答
え
た
。
い
ろ
い

ろ
と
世
間
話
を
し
て
か
ら
「
と
こ
ろ

で
あ
な
た
は
お
幾
つ
で
す
か
」
と
聞

く
の
で
正
直
に
「
も
う
す
ぐ
七
十
で

す
」
と
言
う
と
「
三
十
か
ら
六
十
ま

で
で
す
か
ら
駄
目
で
す
」
と
言
わ
れ

た
。
年
齢
制
限
が
あ
る
の
だ
。「
声

が
若
い
か
ら
五
十
前
か
と
思
い
ま
し

た
」
と
言
っ
て
い
た
が
嬉
し
く
も
何

と
も
な
か
っ
た
。
六
十
歳
以
上
は
賞

味
期
限
が
切
れ
て
い
る
と
で
も
言
う

の
か
！

　

ま
た
別
な
話
だ
が
、
石
岡
市
に
乗

合
い
タ
ク
シ
ー
が
あ
る
。
電
話
予
約

を
受
け
付
け
て
く
れ
る
若
い
女
性
の

声
が
皆
美
し
い
。
ど
ん
な
女
性
た
ち

な
の
だ
ろ
う
と
思
っ
て
い
た
ら
『
夢

市
場
』
で
何
人
か
お
会
い
す
る
こ
と

が
で
き
た
。
想
像
通
り
皆
さ
ん
が
魅
力

的
で
あ
っ
た
。
姿
を
拝
見
で
き
な
い
電

話
の
声
だ
け
で
も
美
し
さ
は
判
断
で
き

た
わ
け
で
あ
る
。

２３　広報いしおか　№７２
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わが家のアイドル

　　　　　　　　　　　　柿　岡
お散歩とドライブが大好き。おじ
いちゃんの子守歌がお気に入り。
パパとママから　イケメンになっ
てね♥　

　　　　　　　　　　　　若宮一
寝返りができるようになったね。
パパとママから　優しく元気に
育ってね！

友水　優
ゆ い

衣ちゃん （５か月）

▲ 高野　琉
りゅうせい

星ちゃん（３か月）　

▲

　わが家のアイドル（小学生未満）を
募集しています！ お子さんの成長の
記念にいかがですか？
　掲載を希望する方は、問い合わせく
ださい。
● 問い合わせ　市役所 秘書広聴課
    ☎ 23-1111（内線 212）

第
12
回
石
岡
市
芸
術
祭

「
お
し
ゃ
べ
り
コ
ン
サ
ー
ト
」
in
や
さ
と

Ｎ
響
団
友
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
演
奏
会

♪ 

賛
助
会
費

　
　

前
売
券　

２
５
０
０
円

　
　

当
日
券　

３
０
０
０
円

　
　

小
人
（
小
・
中
・
高
生
）

　
　
　
　
　
　

１
０
０
０
円

※
小
人
に
つ
い
て
は
、
前
売
券
・

　

当
日
券
と
も
に
同
額
で
す
。

※
全
席
自
由

※
前
売
券
が
完
売
し
た
場
合
は
、

　

当
日
券
は
販
売
し
ま
せ
ん
の
で

　

ご
了
承
願
い
ま
す
。

♪ と　き　11 月 22 日（土）　　
　　　　　 　午後６時 30 分開演
　　　　　　（５時 30 分開場）
♪ ところ　石岡市中央公民館大講堂
　　　　　　（八郷総合支所隣り）

※
前
売
券
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て

　

は
、
問
い
合
わ
せ
く
だ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

石
岡
市
教
育
委
員
会 

文
化
振
興
課

　

☎
４
３
・
１
１
１
１

     

（
内
線
１
２
３
２
）

実
行
委
員　

永
瀬

　

☎
４
３
・
６
３
６
３

実
行
委
員　

松
井

　

☎
４
４
・
１
８
８
１

　　　　　　　　　　　　南台一
初めてのプールで大はしゃぎ。顔
に水がかかってもＯＫ！スゴイぞ
優菜♥
パパとママから　元気で優しい子
になってね！

▲ 佐藤　優
ゆ う な

菜ちゃん（１歳３か月）　
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